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Ｅ
Ｘ
Ｃ
Ｏ
中
日
本
は
、
安

全
を
何
よ
り
も
優
先
し
、
高
速

道
路
を
安
心
・
快
適
に
利
用
し

て
も
ら
う
た
め
、
集
中
工
事
や

リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
工
事
を
行
う
。

《
名
神
集
中
工
事
》

２
０
１
６
年
５
月
30
日(

月)

午

前
０
時
～
６
月
11
日(

土)

午
前

６
時

名
神
高
速
道
路
〔
吹
田
Ｉ
Ｃ
～

春
日
井
Ｉ
Ｃ
〕

※
６
月
４
日(

土)

午
前
６
時
～

６
月
５
日(

日)

24
時
は
、
工
事

を
行
わ
な
い
。

《
東
名
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
工
事
》

２
０
１
６
年
５
月
９
日(

月)

午

前
０
時
～
７
月
10
日(

日)

24
時

東
名
高
速
道
路
〔
焼
津
Ｉ
Ｃ
～

静
岡
Ｉ
Ｃ
〕

※
土
日
を
含
む
63
日
間
連
続
工

事
。

《
中
央
道
集
中
工
事
》

２
０
１
６
年
６
月
６
日(

月)

午

前
10
時
～
６
月
18
日(

土)

午
前

６
時

中
央
自
動
車
道

上
り
線
〔
調

布
Ｉ
Ｃ
～
高
井
戸
Ｉ
Ｃ
〕

※
下
り
線
は
、
22
時
～
６
時
の

夜
間
規
制
を
実
施
。

※
６
月
11
日(

土)

午
前
６
時
～

６
月
13
日(

日)

午
前
10
時
は
、

工
事
を
行
わ
な
い
。

※
各
工
事
の
詳
し
い
内
容
は
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
で
。

国
土
交
通
省
道
路
局
と
高
速

道
路
各
社
は
ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
ィ

ー
ク
期
間
中
の
高
速
道
路
・
国

道
の
交
通
状
況
の
速
報
値
を
発

表
し
た
。

ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
ィ
ー
ク
期
間

の
交
通
量
は
、
昨
年
と
比
べ
約

２
％
減
少
し
た
。
10
㎞
以
上
の

渋
滞
回
数
は
、
２
７
４
回
で
、

昨
年
と
比
べ
22
回
減
少
し
た
。

交
差
化
等
の
４
つ
の
手
法
に
加
え
、
連
続

立
体
交
差
事
業
等
の
抜
本
的
な
踏
切
対
策

に
つ
い
て
は
、
検
討
段
階
か
ら
事
業
完
了

ま
で
に
長
期
の
期
間
を
要
す
る
も
の
も
あ

る
た
め
、
当
面
の
対
策
と
し
て
歩
車
分
離

が
さ
れ
安
全
か
つ
円
滑
に
通
行
が
可
能
と

な
る
カ
ラ
ー
舗
装
や
踏
切
周
辺
対
策
と
し

て
踏
切
を
通
行
す
る
交
通
を
分
散
し
て
事

故
の
減
少
や
交
通
の
円
滑
化
が
可
能
と
な

る
自
由
通
路
や
踏
切
周
辺
の
駐
輪
場
の
整

備
に
よ
り
、
段
階
的
な
対
策
に
よ
り
効
果

的
な
推
進
が
期
待
さ
れ
る
。

今
後
、
全
国
の
「
開
か
ず
の
踏
切
」
な

ど
自
動
車
交
通
の
支
障
と
な
っ
て
い
る
踏

切
道
、
歩
道
が
狭
隘
な
ど
で
歩
行
者
の
安

全
な
通
行
が
確
保
さ
れ
て
い
な
い
踏
切
道

な
ど
に
つ
い
て
、
速
や
か
な
指
定
に
よ
り

踏
切
道
の
周
辺
を
含
め
た
幅
広
い
踏
切
対

策
が
促
進
さ
れ
、
踏
切
に
よ
る
交
通
渋
滞

や
事
故
発
生
な
ど
が
一
日
も
早
く
改
善
さ

れ
る
こ
と
を
期
待
す
る
。

が
合
意
で
き
て
い
な
く
て
も
、
速
や
か
に

指
定
で
き
る
こ
と
と
し
、
今
後
緊
急
対
策

踏
切
を
中
心
に
５
年
間
で
１
，
０
０
０
箇

所
以
上
を
指
定
し
対
策
の
促
進
が
期
待
さ

れ
る
。
②
改
良
方
法
の
検
討
を
す
る
た
め

の
地
方
踏
切
道
改
良
協
議
会
の
創
設
。
協

議
会
は
指
定
さ
れ
た
踏
切
道
の
対
策
の
検

討
に
あ
た
っ
て
は
、
検
討
プ
ロ
セ
ス
の

「
見
え
る
化
」
を
行
い
、

道
路
管
理
者
、
鉄
道
事
業

管
理
者
の
み
な
ら
ず
、
地

域
の
関
係
者
の
意
向
も
含

め
て
地
域
一
体
と
な
っ
て

協
議
す
る
も
の
で
あ
り
、
踏
切
道
の
地
域

の
実
情
に
応
じ
た
対
策
の
検
討
が
こ
れ
ま

で
以
上
に
ス
ピ
ー
ド
ア
ッ
プ
す
る
と
期
待

さ
れ
る
。
更
に
協
議
会
の
構
成
員
に
地
方

整
備
局
と
地
方
運
輸
局
も
加
わ
り
、
道
路

行
政
・
鉄
道
行
政
の
知
見
を
活
か
し
て
助

言
等
に
よ
り
関
係
者
の
合
意
形
成
の
促
進

も
期
待
さ
れ
る
。
③
改
良
の
方
法
。
立
体

通
大
臣
が
指
定
を
行
い
、
協
議
会
を
通
じ

た
プ
ロ
セ
ス
の｢

見
え
る
化｣

も
推
進
し
、

道
路
管
理
者
・
鉄
道
事
業
者
や
地
域
の
関

係
者
が
連
携
し
て
、
具
体
的
な
対
策
を
検

討
し
促
進
で
き
る
よ
う
に
さ
れ
た
も
の
で

あ
る
。
具
体
的
な
ポ
イ
ン
ト
は
、
①
改
良

が
必
要
な
踏
切
道
の
指
定
。
踏
切
道
の
指

定
基
準
に
つ
い
て
、
通
学
路
に
お
い
て
児

童
の
通
行
の
安
全
を
特
に
確
保
す
る
必
要

が
あ
る
箇
所
、
直
近
の
５
箇
年
に
お
い
て

２
回
以
上
の
事
故
が
発
生
し
た
箇
所
、
地

域
の
実
情
を
考
慮
し
て
踏
切
道
の
改
良
に

よ
る
事
故
の
防
止
又
は
交
通
の
円
滑
化
の

必
要
が
高
い
箇
所
な
ど
課
題
の
あ
る
踏
切

道
も
対
象
と
し
て
、
指
定
に
あ
た
っ
て
は

道
路
管
理
者
と
鉄
道
事
業
者
で
改
良
方
法

が
必
要
な
１
，
９
６
０
箇
所
の
踏
切
を
緊

急
対
策
踏
切
と
し
て
公
表
さ
れ
た
が
、
こ

の
う
ち
指
定
さ
れ
た
踏
切
は
約
３
割
と
な

っ
て
い
る
。
こ
れ
は
、
国
土
交
通
大
臣
の

指
定
は
改
良
の
方
法
を
定
め
た
上
で
指
定

す
る
こ
と
に
な
っ
て
お
り
、
「
立
体
交
差

化
」
、
「
構
造
の
改
良
」
、
「
歩
行
者
立

体
」
又
は
「
保
安
設
備
の
整
備
」
の
４
つ

の
い
ず
れ
か
を
道
路
管
理

者
と
鉄
道
事
業
者
が
改
良

方
法
を
合
意
し
た
踏
切
で

な
け
れ
ば
指
定
で
き
な
い

の
が
実
態
と
な
っ
て
い
る

こ
と
、
改
良
方
法
が
限
定
し
て
お
り
現
場

に
お
い
て
多
様
な
対
策
が
と
り
づ
ら
い
こ

と
、
改
良
に
つ
い
て
地
域
一
体
と
な
っ
て

協
議
す
る
場
が
な
く
協
議
の
過
程
が
見
え

な
い
こ
と
な
ど
に
よ
る
も
の
で
あ
っ
た
。

今
回
の
改
正
内
容
で
は
、
危
険
な
踏
切

道
や
渋
滞
の
原
因
と
な
る
踏
切
道
な
ど
課

題
の
あ
る
踏
切
に
つ
い
て
着
実
に
国
土
交

去
る
３
月
31
日
に
改
正

踏
切
道
改
良
促
進
法
が
参

議
院
本
会
議
で
、
全
会
一

致
で
可
決
、
成
立
さ
れ
、

４
月
１
日
か
ら
施
行
さ
れ
た
。
こ
の
踏
切

道
改
良
促
進
法
の
昭
和
36
年
に
施
行
後
50

年
で
全
国
の
踏
切
数
は
半
減
し
、
遮
断
機

の
無
い
踏
切
も
約
１
割
ま
で
減
少
し
た

が
、
依
然
と
し
て
踏
切
事
故
や
渋
滞
が
発

生
し
て
い
る
。
特
に
、
ピ
ー
ク
時
遮
断
時

間
40
分
以
上
の
開
か
ず
の
踏
切
は
全
国
で

約
６
０
０
箇
所
あ
り
、
踏
切
が
渋
滞
の
起

点
と
な
っ
て
い
る
箇
所
も
多
数
存
在
し
、

円
滑
な
交
通
の
支
障
と
な
っ
て
い
る
。
事

故
防
止
や
交
通
の
円
滑
化
を
促
進
す
る
べ

く
、
踏
切
道
改
良
促
進
法
に
基
づ
い
て
５

年
毎
に
期
限
を
定
め
て
国
土
交
通
大
臣
が

箇
所
と
改
良
方
法
を
指
定
し
て
、
踏
切
の

改
良
が
進
め
ら
れ
て
き
た
。
平
成
19
年
に

「
開
か
ず
の
踏
切
」
や
「
自
動
車
ボ
ト
ル

ネ
ッ
ク
踏
切
」
な
ど
緊
急
に
対
策
の
検
討

今
後
５
年
間
の
踏
切
対
策
に
つ
い
て
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